
 

すべての人が暮らしやすい未来をつくる 
「東京2020に向けて暮らしを見つめる」 

 
開催日 

2018年6月23日（土） 

    14:00～16:00 

 参加人数91名  



目的 

 東京オリンピック・パラリンピック開催までに東京におけるエス   

 カレーターの片側空けが「ゼロ」になることを最大の目標として 

 活動しています。 

                概要報告  

• 文化人類学者の斗鬼正一氏、東京オリンピック・パラリンピッ
ク協議大会組織委員会理事の成田真由美氏にご講演頂き、
また日本パラリンピアンズ協会副会長、大日方邦子氏のビ
デオメッセージを上映、各視点からご意見を頂きました。 

• これからの社会を支えていく小・中学生から止まって乗る事
を推奨する標語を募集させて頂き、表彰式を行いました。 

• エスカレーターのマナーアップを推進していき、この活動を通
じてノーマライゼーションやバリアフリーの視点が東京に根
付いていくように引き続き活動していきます。 



キャッチコピー 表彰一覧 

大賞  
 「止まるマナー 最初の 1人は あなたから」  
  11 歳 小学 5年生  
  
 

優秀賞 
 「とまってくれてありがとう あなたのおかげであんしん    
 あんぜん」  
 7歳 小学 2 年生 
 
 「はしらず、あるかず、とまって乗ろうエスカレーター」  
 11 歳 小学 6年生 

 
 
 



スマイリー賞 
 

 「歩いて乗ったら疲れーた－。止まって乗ったら好かれ―たー。」  
 10 歳 小学 4年生   
 
 「手をつなぎ ママとならんで 乗りたいな」 
 11 歳 小学6年生 
  
 「エスカレーターのおもてなしは和の心、止まって立っては金メダル」  
 13 歳 中学 2年 
 
 「止まって過ごす それも一つの お・も・て・な・し」 
 14 歳 中学 3年  
  
 「この世界左手グーな人もいる ぶつからないかびくびくしている」  






